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一　般　演　題

1．Abビーズ「lgE」キットの基礎的検討
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　AbビーズIgE「栄研」の基礎的検討を行い次のごと

くの結論を得た．

　D　標準曲線は1．6～3，000　IU／nl／の範囲を使川するの

が好ましい．

　2）Incubation条件は，第1が｜時間，25　C，第2が

2時間，25’Cの設定が望圭れる．

　3）　11｝現性，添加回収率，希釈試験はほほ満足すべき

値が得られた．

　4）本キットとダィナボットキットとの相関はr－

O．986（P・0．OO　1）の相関関係を示した．

　5）　111常域は89．3⊥81．31U／m／（mcanlS．D．）であ’，

た．

　以上のこヒく，本キットは測定時‖llも短く，簡便なる

方法でlflL中lgE値の測定，i∫能であると考える．

2．パーソナルコンピュータによる核医学データ処理装

　　置の構築
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ル曲線の作成，TACに対する関数近似処理，また画像

間の各種演算処理に関するソフトなど画像処理等の基本

的なプログラムを開発した．直接的な比較け困難である

が，数機種の核医学データ処理装置とのJ－t較テストでは，

演算速度に関しては大差がなかった．本システムは，い

’ ・たんデータの入力がなされれば，その後ぱ市販核医学

データ処理装置とほぼ1司等の処理が可能であり，現在，

学生尖習，研究等に使用している．今後，臨床関係の処

理ソフト充実をはかり，より完成された核医学データ処

理装置の構築をめざしている．

3．　モデル解析における非線形最小二乗法と直接積分線

　　形回帰法の比較
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　薬物動態学的速度定数の決定を常法である非杁形最小

二乗法と簡便法であるll’1：接積分線形川帰法で、線形モデ

ルに基づくノイズを含んだシミュレーシー1ンテータより

求め，両者の比較をh：　一・た．川いたモデルは，ハトラッ

クプロットで仮定されるモデルに組織からのクリアラン

スの過程を加えたもので，決定されるべき定数は，IilL中

から組織へのクリアランス，組織からの消失率，組織ili

の速い平衡にある部分のみかけの分布容量である．これ

ら3つの定数のいずれも，非線形最小二乗法で求めたも

のと直接積分法で求めたものとで，良好な相関を示し，

またノイズの影響も少なかった．直接積分法は，核医学

動態解析に簡便に用いることができ，速度定数の決定に

有用な方法であることが示された．

　今回，学生実習，卒業研究，また，われわれの研究に

使用するため，NEC社製のPC－9801シリーズのパソコ

ンを用いて核医学データ処理装置の構築を行ったので報

告する．

　核医学データの入力はフロッピィディスケットを介し

て行った．今回は，データ入力，表示，ROIの設定，

ROI内の時間一放射能曲線（TAC）の作成，プロフイー
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